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お祝いの言葉

秋 田 県 知 事

寺 田 典 城

第26回秋田県優良工事表彰を受賞されました皆様に対し、

心からお祝い申し上げます。

この表彰制度は昭和55年に創設され、これまで342件の

表彰を行っておりますが、今回受賞された12件の工事は、

約2,000件の対象工事から選定された極めて優秀な工事で

あり、他の模範となるものであります。

本年４月には「公共工事の品質確保の促進に関する法律」

が施行され、公共工事における品質確保の取り組みを一層

促進することが求められております。

県としては今後とも、公共事業の実施にあたっては、技

術力を適切に評価する入札契約制度の導入をすすめ、技術

と経営に優れた企業の育成を図るとともに、適切なコスト

で品質に優れた公共サービスをタイムリーに提供するよう

努めてまいります。

受賞された皆様をはじめ、建設産業に携わる方々におか

れましてはさらに研鑚を重ねられ、本県における社会資本

整備の担い手として、より一層の御尽力を賜りますようお

願い申し上げまして、お祝いのことばといたします。



第26回 秋田県優良工事表彰および特別表彰について

秋田県優良工事表彰幹事長

秋田県建設交通部 次長 佐 藤 紀 一
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秋田県優良工事表彰は、建設技術の向上を図ることを目

的に県発注工事の中から特に優秀な工事を選定し、これを

施工した県内企業と技術者を表彰するもので、昭和55年か

ら実施しております。表彰は、「優良工事表彰」と優良工

事表彰５回目の企業に与えられる「特別表彰」の２つがあ

ります。

今回は、平成16年度に完成した工事約2,000件の中から

選定を行い、12件の工事を優良工事として表彰するもので、

対象となる会社数は17社となっております。このうち、２

社が５回目の受賞となるため、これを特別表彰とするもの

です。

これらの工事は、それぞれ施工上の制約を受けながらも

優れた技術力と創意工夫によりこれを克服し、さらには、

関係機関や地域住民との円滑な調整に配慮するなど、施工

管理や完成した工事成果が特に優れていると評価されたも

のであり、その御努力に対し敬意と感謝を表するものであ

ります。

今回の優良工事表彰が、受賞者の励みとなり、さらに他

の施工者の模範・目標となり、秋田県の建設業界全体の発

展につながることを期待しております。
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第26回
秋田県優良工事表彰 工事一覧

番号 受賞経歴 工事名 工事箇所 施工業者 代表者名 推薦課所

１ ３
国有林野内補助治山事
業高崩工区第00051号
工事

鹿角市十和田
大湯字高崩

株式会社 石川組 石川 潤
鹿角地域振興局
農林部

２

イトウ ５
県営萩の台住宅第２期
XE41―12建築工事

大館市池内
イトウ・花岡・大成特定
建設工事共同企業体

花田 正實
北秋田地域振興局
建設部

花 岡 ４

大 成 なし

３ なし
浦田地区担い手育成基
盤整備第16403号工事

北秋田市浦田 秋田土建 株式会社 北林 一成
北秋田地域振興局
農林部

４ ３
海岸防災林造成事業第
00700号下浜山工区工
事

潟上市天王字
下浜山

株式会社 村山組 村山 拓
秋田地域振興局
農林部

５ なし
北浦漁港漁港漁場機能
高度化第05601号工事

男鹿市北浦 株式会社 清水組 清水 重輝
秋田地域振興局
農林部

６ １
国道道路改築事業鎧畑
工区HA22―K２工事

仙北郡田沢湖
町鎧畑

日高建設 株式会社 日高 英樹
仙北地域振興局
建設部

７ ２
土崎・小荒川地区担い
手育成基盤整備第14707
号工事

大仙市払田 株式会社 沢野建設 澤野 一男
仙北地域振興局
仙北平野農村整備
事務所

８ ４
横手都市計画道路事業
婦気大堤工区SB73―
10工事

横手市婦気大
堤

創和建設 株式会社 西村 富介
平鹿地域振興局
建設部

９ １
戸波本田堰頭首工魚道
改良設置第01101号工
事

湯沢市駒形町
字三又

株式会社 沓沢組 沓澤 一宏
雄勝地域振興局
農林部

10
半 田 なし
東 翔 なし
大 和 ２

秋田県立中高一貫教育
校（県南地区）Ｄ工区
建築工事

横手市大沢
半田・東翔・大和特定建
設工事共同企業体

半田 茂志
教育庁総務課
建設交通部
営繕課

11
丸 山 ３
大 成 １
平 和 ３

秋田県立中高一貫教育
校（県北地区）Ｂ工区
建築工事

大館市松木
丸山・大成・平和特定建
設工事共同企業体

丸山 満夫
教育庁総務課
建設交通部
営繕課

12
花 岡 ４
イトウ ５
秋田工営 なし

秋田県立中高一貫教育
校（県北地区）Ｃ工区
建築工事

大館市松木
花岡・イトウ・秋田工営
特定建設工事共同企業体

鈴木 泚士
教育庁総務課
建設交通部
営繕課

は特別表彰
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１ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 国有林野内補助治山事業

工 事 名 国有林野内補助治山工事

工 事 番 号 第00051号

施 工 地 名 鹿角市十和田大湯字高崩

商号又は名称 株式会社 石川組

工 事 概 要

工 期 平成16年10月１日～平成17年３月25日

完成年月日 平成17年３月25日

施 工 面 積 山腹工 A=0.4�

概 要

１）山腹基礎工 ２）山腹緑化工
土工 暗渠工
土留工 筋工（木製）
連続繊維補強土工 木柵工
（ｼ゙ｵﾌｧｲﾊ゙ ）ー 伏工
水路工 植栽工

仮設工

特 徴

１）山腹崩壊斜面（最大法長Ｌ＝93ｍ）
２）施工箇所の直下に国道
３）ﾘｻｲｸﾙ製品（ｼ゙ｵﾌｧｲﾊ゙ ）ーの利用
４）地域産木材を利用することによる地産地消の促進
５）景観及び自然環境に配慮した工種の採用

許 可 番 号 105372

請 負 額 64,920,450円

評 定 点 80点

代 表 者 代表取締役 石川 潤

現場代理人 佐藤 規之

推 薦 課 所 鹿角地域振興局 農林部

表 彰 理 由

本工区は、土留工、筋工、木柵工、植栽工、連続繊維補強土工、植栽ﾏｯﾄ工を施工することで斜面の安定を確保す
る工事である。
山腹崩壊地という作業的に悪条件の中で、施工計画の工夫、調整等着手時から十分に考慮され、作業員への明確な
指示・指導がなされたことにより、冬期間での施工にも係わらず円滑な工事の進捗が図られた。
また、全ての工種に社内規格を設け、県の規格値より厳しい数値での管理が行われているほか、地元秋田スギをふ
んだんに使用し、施工、景観及び自然環境へ配慮するなど、地域林業の発展、公共事業に対してのＰＲ効果等、他工
事の模範となるものであることから優良工事としてふさわしい。

Ａ工区

Ｂ工区

受賞にあたって一言

優良工事表彰を賜り、誠に光栄です。
当工事は、国道103号に隣接している為、交

通災害・公衆災害に万全を期しました。また、
急峻で積雪が多いので、工程管理においては監
督員と連絡を密にとり、出来形・品質管理に十
分配慮し、無事完成する事が出来ました。
これからも一層精進し、更なる向上を目指し
ていきたいと思います。

代表者名
代表取締役 石川 潤

現場代理人
佐藤 規之



表 彰 理 由

県北地区では初の、大断面集成材による木造の３階建ての公営住宅団地の二期目（最終）工事である。
特殊な工法（サミットＨＲ工法）への対応並びに、一期完了住宅の入居者や近隣住民との調整、安全管理に充分な
配慮を行って完成させ、品質ともに優れていたことから、入居希望者が殺到した。高倍率のもと入居した住民の方々
にも高い評価を得ていることから、優れた品質及びできばえであり、他工事の模範となるものであることから優良工
事としてふさわしい。
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２ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 公営住宅整備事業

工 事 名 県営萩の台住宅第２期建築工事

工 事 番 号 XE41－12

施 工 地 名 大館市池内

商号又は名称 イトウ・花岡・大成特定建設工事共同企業体

工 事 概 要

工 期 平成15年９月５日～平成16年９月17日

完成年月日 平成16年９月７日

概 要

２号棟 木造３階建公営住宅 24戸
（２ＬＤＫ 18戸・３ＬＤＫ ６戸）
建築面積 873.80㎡
延べ面積 2097.79㎡

特 徴
１）木造大断面集成材工法（ｻﾐｯﾄＨＲ工法）
２）長寿社会に対応できる住宅（ﾊ゙ﾘｱﾌﾘーへの配慮）
３）県産材の活用（秋田杉、他）

許 可 番 号 （下記）

請 負 額 366,504,600円

評 定 点 90点

代 表 者
株式会社 イトウ
代表取締役 花田 正實

現場代理人
株式会社 イトウ
桜庭 仁志

推 薦 課 所 北秋田地域振興局 建設部

エポキシ樹脂注入状況 大断面柱と梁の接合状況

外観全景（南西側）

受賞にあたって一言 受賞にあたって一言 受賞にあたって一言

この度、優良工事表彰を賜り、誠
に有り難うございます。
本工事は、県営住宅という生活に
密着した建物である為、第１期工事
の経験を生かしながら、快適な住環
境を提供出来るよう関係各位の指導
及び協力を仰ぎながら完成させて頂
きました。
今後も安全管理及び技術向上に努

めて参りますので、御指導宜しくお
願い申し上げます。

この度、優良工事表彰の栄誉に預
かり、これまで御指導、御協力をい
ただいた関係各位に心から感謝と御
礼を申し上げます。
今後は此に奢ることなく、尚一層

精進し、安全管理の徹底、品質向上、
施工技術の研鑽に努め、地域社会に
貢献し、地域の発展に寄与して参り
たいと思いますので、今後とも、ご
指導のほど宜しくお願い申し上げま
す。

名誉ある賞を頂き、誠に有難う御
座います。
当工事は木構造大断面集成材によ
る、木造３階建集合住宅で、特に接
合部におけるエポ攪拌、注入時に於
いては現場施工、管理に気を使いま
した。県木材を使用した集合住宅と
言う事からも、秋田県の地場産業の
多大なる発展につながると思います。
この受賞を機に、技術の向上に励み、
安全施工、環境保全に努めます。何
卒、ご指導の程宜しくお願い申し上
げます。

代表者名
代表取締役 花田 正實

代表者名
代表取締役 鈴木 泚士

代表者名
代表取締役 近藤 専悦

主任技術者
奈良 正義

主任技術者
笹木 林則

現場代理人
桜庭 仁志

商号又は名称 株式会社イトウ
許可番号 120143

商号又は名称 花岡土建株式会社
許可番号 102129

商号又は名称 株式会社大成工務店
許可番号 102465
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３ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 担い手育成基盤整備事業

工 事 名 浦田地区担い手育成基盤整備工事

工 事 番 号 第16403号

施 工 地 名 北秋田市浦田

商号又は名称 秋田土建 株式会社

工 事 概 要

工 期 平成16年５月６日～平成17年１月20日

完成年月日 平成16年12月17日

施 工 面 積 区画整理工 Ａ＝4.6�

概 要

１）整地工 Ａ＝4.6�
２）道路工 Ｌ＝1,054ｍ
３）用水路工 Ｌ＝841ｍ
４）排水路工 ＝934ｍ
（内 幹線排水路 Ｌ＝244.9ｍ）

特 徴
１）国道105号と阿仁川に挟まれた区域
２）多量の土砂移動が伴う区画整理工事
３）山地流域を抱える最末端の幹線排水路工事

許 可 番 号 100450

請 負 額 52,199,700円

評 定 点 85点

代 表 者 代表取締役 北林 一成

現場代理人 本間 善幸

推 薦 課 所 北秋田地域振興局 農林部

受賞にあたって一言

この度、栄えある県優良工事表彰を賜り社員
一同、誠に光栄に存じております。
工事に当たり、温かいご指導を賜りました発
注ご当局の関係各位の皆様に深く感謝申し上げ
ます。
今後も、本受賞を励みとして、工事の安全を
図りながら、目標とする良質な工事の施工に努
めてまいりたいと思います。関係各位の更なる
ご指導の程よろしくお願い致します。

全景（西側）

代表者
代表取締役 北林 一成

現場代理人
本間 善幸

作業内容
の周知

表土戻し

表 彰 理 由

本工事は、交通量の多い国道105号と阿仁川に挟まれた区画整理工事である。
工事区域は、洪水時は背水により一部が冠水するため、安全対策に重視しつつ冠水被害を解消する必要があった。
このような状況の中、工事期間中に４回の台風による河川増水にもかかわらず、適切な安全管理と工程管理により、
ほとんど被害もなく、契約工期を一ケ月程度、短縮して完成した。
さらに、基盤整地等の管理に社内規格を設け、より厳しい数値で管理し、関係機関との連絡調整及び受益者との調
整を綿密に行いながら、円滑な工事の進捗を図ったことから、品質及び形状に優れたできばえとなり、他工事の模範
となるものであるから優良工事としてふさわしい。



受賞にあたって一言

この度は、優良工事表彰の栄を賜り誠にあり
がとうございます。御指導頂きました関係者の
皆様には、厚く御礼申し上げます。
環境と安全に配慮し、より良い品質を確保で
きるよう一層の努力をいたす所存でありますの
で、今後とも御指導、御鞭撻の程よろしくお願
い申し上げます。
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４ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 海岸防災林造成事業

工 事 名 下浜山 海岸防災林造成工事

工 事 番 号 第00700号

施 工 地 名 潟上市天王字下浜山

商号又は名称 株式会社 村山組

工 事 概 要

工 期 平成16年７月１日～平成17年３月18日

完成年月日 平成17年３月18日

施 工 面 積 防潮護岸工 L=226.0m

概 要
１）階段式傾斜堤ﾌ゙ﾛｯｸ工
ｺﾝｸﾘーﾄﾌ゙ﾛｯｸ製作・据付 N=1539個

２）天端工（ｺﾝｸﾘーﾄ） V=76.5�

特 徴

１）ｺﾝｸﾘーﾄﾌ゙ﾛｯｸを縦に10段据付（Ｌ＝14.6m）
２）基礎部を施工するにあたり矢板を打ち込み
３）３割の勾配で砂を整形し、基礎砕石（ｔ＝20㎝）

捨石（ｔ＝30㎝）を敷設した上にｺﾝｸﾘーﾄﾌ゙ﾛｯｸ
を据え付け

許 可 番 号 100175

請 負 額 96,154,800円

評 定 点 85点

代 表 者 取締役社長 村山 拓

現場代理人 大高 貴光

推 薦 課 所 秋田地域振興局 農林部

代表者
取締役社長 村山 拓

現場代理人
大高 貴光

表 彰 理 由

本工事は、海岸線に防潮護岸工（階段式傾斜堤ブロック）を施工する工事である。
捨石（ｔ＝30㎝）を敷設した上にブロックを据え付けるもので管理の難しい工事であったが、高い技術力により優
れた出来形管理がされた。
また、役場、漁協などの関係者との連絡調整を積極的に行い、トラブルの未然防止に努めた。さらに、工事施工中
の度重なる台風により海岸線が浸食されたにもかかわらず、施工管理を適切に行ったことから、優れた品質及びでき
ばえとなり、他工事の模範となるものであることから優良工事としてふさわしい。



受賞にあたって一言

今年100周年を迎える当社に、栄えある表彰
をいただき誠にありがとうございます。
これもひとえに、御指導賜りました関係各位
様、地域住民の皆様、協力会社の方々のご支援
によるものと心より感謝致します。
今後とも継続的な改善に努め「高品質」な工
事を提供いたしてまいりたいと思います。
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５ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 漁港漁場機能高度化事業

工 事 名 北浦漁港漁港漁場機能高度化工事

工 事 番 号 第05601号

施 工 地 名 男鹿市北浦

商号又は名称 株式会社 清水組

工 事 概 要

工 期 平成16年５月19日～平成17年１月28日

完成年月日 平成17年１月28日

概 要

１）防波堤 Ｌ＝110.0ｍ
２）東護岸 Ｌ＝ 75.2ｍ
３）南護岸 Ｌ＝ 22.6ｍ
４）東物揚場Ｌ＝ 65.0ｍ
５）南物揚場Ｌ＝ 10.0ｍ
６）－2.0ｍ泊地浚渫 Ａ＝1,496㎡
７）防波堤撤去 Ｌ＝75.5ｍ

特 徴

１）漁業活動中の漁港区域内工事
２）既存施設材の再利用及び仮設材として利活用
３）水中ｺﾝｸﾘーﾄ打設・現場打ちｺﾝｸﾘーﾄ打設
４）海上工事に伴う自然気象条件下の工程管理

許 可 番 号 211421

請 負 額 74,979,450円

評 定 点 87点

代 表 者 代表取締役 清水 重輝

現場代理人 小川 滋寿

推 薦 課 所 秋田地域振興局 農林部

東護岸

代表者
代表取締役 清水 重輝

現場代理人
小川 滋寿

表 彰 理 由

本工事は、老朽化した漁港施設の改良と併せ、港内水域を拡張し、水産基盤の機能高度化を図る工事である。
工事箇所は、県民漁「ハタハタ」漁の主要漁港であり、漁期前に港内水域関連工事を完成する工期制約のほか、多
工種施工、かつ、コスト縮減を目的として浚渫作業のドライ施工、既存消波ブロックの転用、既設施設材の再利用な
ど施工工程の緊密な連携がされた。
さらに、地元漁業者との作業調整、安全管理を図りながら、高度な施工管理体制のもと施工したことから、優れた
品質及びできばえとなり、他工事の模範となるものであることから優良工事としてふさわしい。



第26回 秋田県優良工事表彰10

６ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 国道道路改築事業

工 事 名 国道道路改築工事

工 事 番 号 HA22－K２

施 工 地 名 仙北郡田沢湖町鎧畑

商号又は名称 日高建設 株式会社

工 事 概 要

工 期 平成16年３月30日～平成17年１月28日

完成年月日 平成17年１月28日

施 工 延 長 工事延長 Ｌ＝160.0ｍ 幅員 Ｗ＝6.0ｍ（8.5ｍ）

概 要

１）土砂掘削 Ｖ＝2,100�
２）軟岩掘削 Ｖ＝1,200�
３）補強土壁工（多数ｱﾝｶー） Ａ＝712㎡
４）路体盛土 Ｖ＝220�
５）路床盛土 Ｖ＝340�

特 徴

１）作業ｽﾍ゚ ｽーの制約（現道とﾀ゙ﾑ湖に隣接している）
２）現道の通行確保（片側交互通行により実施）
３）時間的な制約（ﾀ゙ﾑ湖の渇水期間に、補強土壁
の基礎ｺﾝｸﾘーﾄ打設および本体の下段部分の施工
の実施）

許 可 番 号 108595

請 負 額 63,513,450円

評 定 点 85点

代 表 者 代表取締役 日高 英樹

現場代理人 藤村 治彦

推 薦 課 所 仙北地域振興局 建設部

受賞にあたって一言

本工事は、多数アンカー工法による補強土壁
工が主であり、技術指導を頂いたり試行錯誤し
ながらの工事でありましたので、この度、名誉
ある優良工事表彰の栄誉を賜り、大変感激して
おります。
今後とも本受賞を励みに、精進を重ね邁進し
て参りますので、ご指導の程よろしくお願い申
し上げます。

代表者
代表取締役 日高 英樹

現場代理人
藤村 治彦

表 彰 理 由

本工事は、観光地である十和田・八幡平と田沢湖を結ぶ主要な観光路線の現道拡巾工事である。
このため、安全かつ円滑な通行を確保する必要があったことと、現道が鎧畑ダム湖に隣接していることから作業ス
ペースが限定された現場条件の厳しい工事、かつ、周辺との環境調和が求められた。
さらに、補強土壁の施工については、ダム湖の水位が低い渇水期間施工という制約もあったが、卓越した工程調整
と施工管理により、優れた品質及びできばえとなり、他工事の模範となるものであることから優良工事としてふさわ
しい。



第26回 秋田県優良工事表彰 11

７ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 担い手育成基盤整備事業

工 事 名 土崎・小荒川地区担い手育成基盤整備工事

工 事 番 号 第14707号

施 工 地 名 大仙市払田

商号又は名称 株式会社 沢野建設

工 事 概 要

工 期 平成16年８月27日～平成17年２月25日

完成年月日 平成17年２月25日

施 工 延 長 水路工 Ｌ＝953m 道路工 Ｌ＝111m

概 要

１）幹線排水路工 Ｌ＝516ｍ大型ﾌﾘｭー ﾑ Ｈ
1,000×B1,600

２）小排水路工 Ｌ＝221ｍ排水ﾌﾘｭーﾑ Ｈ900×B
500

３）小用水路工 Ｌ＝216ｍｺﾝｸﾘーﾄﾌﾘｭーﾑ 350型
４）取水工 １箇所 現場打ち鉄筋構造物
５）道路工 Ｌ＝111ｍ全幅３ｍ、敷き砂利10㎝

特 徴

１）施工箇所が史跡「払田柵跡」の指定地域
２）埋蔵文化財発掘調査と並行しての施工
３）幹線排水路は、仮廻水路の施工が出来ないため、
全量をﾎ゚ﾝﾌ゚で水替を実施

許 可 番 号 104045

請 負 額 41,105,400円

評 定 点 89点

代 表 者 代表取締役 澤野 一男

現場代理人 煙山 毅

推 薦 課 所 仙北地域振興局
仙北平野農村整備事務所

受賞にあたって一言

この度は栄誉ある優良工事表彰を賜り誠に有
難うございます。
本工事は払田柵跡の中にあり、埋蔵遺跡につ
いて秋田県払田柵跡調査事務所担当官や工事監
督員と協議を重ね指導を受けながら遺跡に細心
の注意を払いながら無事完成すことができまし
た。この受賞を機に更に優良な工事施工に努力
する所存であります。

代表者
代表取締役 澤野 一男

現場代理人
煙山 毅

表 彰 理 由

本工事は、史跡「払田柵跡」の指定地域内におけるほ場整備工事である。
施工箇所全線が埋蔵文化財の発掘と並行しての施工となり、発掘期間は稲の刈り取り後から降雪までの約３ヶ月の
工期制限、かつ、多量な水替が伴う工事のため、綿密な工程管理と水替作業が必要であった。
施工にあたり、発掘調査隊と緊密に調整を行い、発掘に支障なく円滑な工事の進捗を図られた。特に、幹線排水路
は仮締切スパンを区切る工夫したことで、発掘・工事が円滑に進捗が確保できたことから、優れた品質及びできばえ
となり、他工事の模範となるものであるから優良工事としてふさわしい。
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８ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 横手都市計画道路事業

工 事 名 緊急街路整備工事

工 事 番 号 SB73－10

施 工 地 名 横手市婦気大堤

商号又は名称 創和建設 株式会社

工 事 概 要

工 期 平成16年３月31日～平成16年11月11日

完成年月日 平成16年11月11日

施 工 延 長 工事延長Ｌ＝116.2ｍ 幅員6.0ｍ（25.0ｍ）

概 要

１）道路土工１式
２）排水工１式
３）車道舗装工Ａ＝1,470㎡
４）車道路盤工Ａ＝1,380㎡
５）舗装路盤工Ａ＝1,120㎡

特 徴
１）主要地方道横手東由利線と国道107号への接続
２）無散水消雪施設工

許 可 番 号 208544

請 負 額 82,425,000円

評 定 点 81点

代 表 者 代表取締役社長 西村 富介

現場代理人 渡部 亘

推 薦 課 所 平鹿地域振興局 建設部

受賞にあたって一言

この度は、県優良工事表彰と名誉のある賞を
いただき誠にありがとうございます。
工事関係者全員の努力が報われたと大変うれ
しく皆様に感謝申し上げます。
「工期短縮、一日も早い開通実現」を目標に
担当監督員のご指導のもと完成を目指した工事
で効率の追求と品質の保持が課題でした。今後
もさらなる技術の向上を目指し努力致します。

代表者
代表取締役社長 西村 富介

現場代理人
渡部 亘

表 彰 理 由

本工事は、交通量の多い主要地方道横手東由利線と国道107号への接続工事である。
安全対策が重視される工事施工区間であり、24時間体制での交通規制等安全管理を徹底した。
また、関連工事との調整を積極的に行い円滑な工事の進捗を図った。さらに、地域住民に対しては広報活動も努め
た。
無散水消雪施設工では、放熱管コンクリート施工においてクラック防止剤を用いる等の創意工夫を施し、優れた品
質及びできばえとなり、他工事の模範となるものであるから優良工事としてふさわしい。



受賞にあたって一言

この度は、優良工事表彰の栄誉を賜り誠に有
り難うございました。
この受賞を励みに更なる研鑽を積み、技術・
品質・安全の向上に努め、工事に取り組んで参
りたいと思います。
また、担当機関ならびにご協力下さいました
関係各位の皆様には、心から感謝申し上げると
共に、今後も更なる御指導御鞭撻の程、宜しく
お願い申し上げます。
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９ 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 内水面漁業振興対策事業

工 事 名 戸波本田堰頭首工魚道改良設置工事

工 事 番 号 第01101号

施 工 地 名 湯沢市駒形町字三又

商号又は名称 株式会社 沓沢組

工 事 概 要

工 期 平成16年12月27日～平成17年３月18日

完成年月日 平成17年３月18日

施 工 延 長 魚道幅 55.0ｍ 魚道長7.5ｍ

概 要

１）［緩傾斜型］魚道幅 2.7m
魚道長7.5ｍ
斜路勾配１：5.2～7.2
石張り工：粗石置き石φ600～800
玉石埋め込みφ300～500

２）［ﾌ゚ ﾙー型］ﾌ゚ ﾙー型 52.3ｍ

特 徴
１）既設構造物が弱体化しないよう慎重にはつり取
り、石張り工と一体化を行った。

２）工事用車両の通行確保のため仮設道路設置した。

許 可 番 号 110914

請 負 額 28,954,800円

評 定 点 87点

代 表 者 代表取締役 沓澤 一宏

現場代理人 藤原 和明

推 薦 課 所 雄勝地域振興局 農林部

完成現場で餌の魚を探す鷺

代表者
代表取締役 沓澤 一宏

現場代理人
藤原 和明

表 彰 理 由

本工事は、皆瀬川にある戸波本田頭首工を全面緩傾斜型魚道（一部プール型）に改修する工事である。
川幅が狭くなっている急流部での半川締め切り工法による施工であり、短期間の工期にもかかわらず仮設工事の創
意工夫により円滑な工事の進捗を図られた。
特に、現況の既設固定堰の一部が築造後数十年を経て劣化しており、これの補修とともに一体的に自然石のはりつ

けを施工することに卓越した技術をもって実施した。品質及び形状に優れたできばえとなり、魚類の遡上が飛躍的に
向上する事が期待など、他工事の模範となるものであるから優良工事としてふさわしい。
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10 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 秋田県立中高一貫教育校（県南地区）整備事業

工 事 名 秋田県立中高一貫教育校（県南地区）建築工事（Ｄ工区）

工 事 番 号

施 工 地 名 横手市大沢地内

商号又は名称 半田・東翔・大和特定建設工事共同企業体

許 可 番 号 （下記）

請 負 額 716,100,000円

評 定 点 81点

代 表 者
株式会社半田工務店
代表取締役 半田 茂志

現場代理人
株式会社半田工務店
半田 志保子

推 薦 課 所 教育庁総務課
建設交通部 営繕課

表 彰 理 由

本工事は、秋田県立中高一貫教育校（県南地区）建築工事としてプレストレスト鉄筋コンクリートの梁、支承方式
の渡廊下等特殊な工事を採用する等難易度の高い建築工事である。さらに、工期かつ同一敷地内で複数の工区の建築
工事が輻輳する中で、品質管理、工程管理、安全管理に優れた技術判断、適切かつ効率的な施工・管理に対する工夫・
提案をもって実施し、他工事の模範となるものであるから優良工事としてふさわしい。

受賞にあたって一言 受賞にあたって一言 受賞にあたって一言

秋田県南地域初の中高一貫教育校
ということで、各方面から注目され
た現場でした。当企業体一丸となっ
て工事に取り組み、無事に完成する
ことができました。
地元企業としてこのような工事に
携わることができ、またこのたび優
良工事表彰の栄に預かり、大変光栄
に思います。今後もより一層の品質
向上を目指して努力致します。あり
がとうございました。

第26回秋田県優良工事表彰の栄誉
を賜り誠にありがとうございました。
関係各位の御指導に厚く御礼申し上
げます。
当工事につきまして担当監督員、
現場代理人、ＪＶ職員一丸となりま
して無事工事を完成することができ
ました。この受賞を励みとして日々
研鑽につとめ良質な施工、技術革新
に鋭意努力する所存です。

母校を母体校とする横手清陵学院
を施工し、このような賞を頂くこと
ができ、感慨に耽ています。工事中
色々ご指導してくれた、発注者の県、
設計事務所、他工区の皆様、そして、
共同企業体として一緒に作業に当たっ
た仲間、協力業者の皆様に心から感
謝申し上げます。今後は、この工事
の経験を生かし頑張って行きたいと
思います。本日は、有り難うござい
ました。

代表者名
代表取締役 半田 茂志

代表者名
代表取締役 石井 勝

代表者名
代表取締役 大和 康範

主任技術者
臼井 正

主任技術者
竹沢 喜代志

現場代理人
半田 志保子

商号又は名称 株式会社半田工務店
許可番号 107517

商号又は名称 株式会社東翔
許可番号 217260

商号又は名称 株式会社大和組
許可番号 101135

工 事 概 要

工 期 平成15年７月７日～平成16年11月28日

完成年月日 平成16年11月８日

施 工 延 長 ―

概 要

秋田県立横手清陵学院中学校・高等学校
Ｄ工区部分
構造・階数 鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ造（一部鉄骨造）

３階建
建築面積 1,907.32㎡
延床面積 4,414.44㎡

特 徴

１）約４ｍの高低差がある敷地での工事
２）柱状地盤改良による地業工事
３）一部の梁におけるﾌ゚ﾚｽﾄﾚｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ工事
４）支承方式による渡廊下



表 彰 理 由

本工事は大館商業高校を母体とした中高一貫教育校中学校舎新築工事である。
施工にあたっては、市道の交通確保、関係住民との調整、輻輳する現場間の調整を密に実施し、円滑な工程管理が
図られた。
特に、大断面集成材工事にあたっては、同一敷地内で複数の工区の建築工事が輻輳する中で、品質管理、工程管理、
安全管理に優れた技術判断、適切かつ効率的な施工・管理に対する工夫・提案をもって実施し、建築物全体の出来栄
えも優れており、他工事の模範となるものであるから優良工事としてふさわしい。
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11 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 県北地区中高一貫教育校整備事業

工 事 名 秋田県立中高一貫教育校（県北地区）建築工事（Ｂ工区）

工 事 番 号

施 工 地 名 大館市松木地内

商号又は名称 丸山・大成・平和特定建設工事共同企業体

工 事 概 要

工 期 平成16年３月12日～平成17年３月10日

完成年月日 平成17年２月28日

施 工 延 長

概 要

秋田県立大館国際情報学院中学校・高等学校
Ｂ工区部分

構造・階数 木造（一部鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ造）２階建
建築面積 2,243.95㎡
延床面積 3,207.02㎡

特 徴
１）柱状地盤改良による地業工事
２）２階軸組の大断面集成材工事

許 可 番 号 （下記）

請 負 額 546,000,000円

評 定 点 89点

代 表 者
丸山建設株式会社
代表取締役 丸山 満夫

現場代理人
丸山建設株式会社
近藤 胤成

推 薦 課 所 教育庁総務課
建設交通部 営繕課

内内部部２２階階廊廊下下

受賞にあたって一言 受賞にあたって一言 受賞にあたって一言

この度、秋田県優良工事表彰の栄
誉に浴し、企業体メンバーをはじめ
協力業者一同大変喜んでいます。
施工に際し、適切なご指導賜りま
した関係各位並びに地域の皆様に感
謝申し上げます。また更なる技術の
向上を目指し、安全管理に万全を期
し、地域社会に貢献すべく努力した
いと思います。
今後とも、皆様の御教導をお願い

致します。

この度は優良工事表彰の受賞、誠
にありがとうございます。
大断面集成材による大空間の教室、
木材をふんだんに使った仕上げ等特
色のある校舎が無事完成することが
出来ました。
優良表彰を受けるにあたり関係協
力業者の方々に感謝いたします。

県北地域に於ける初の中高一貫校
に携われた事で大変栄誉に思ってい
たところ、優良工事の受賞に浴する
事ができ誠に感慨深いものがありま
す。
丸山建設㈱様との企業体であり、
工事施工や運営面で大変御難儀をか
けると共に発注機関の関係各位様の
熱情溢れるご指導の賜物と厚く御礼
を申し上げます。これからも高品質
で耐久性に優れた建築物の構築に努
力し社会貢献に努めて参ります。

代表者名
代表取締役 丸山 満夫

代表者名
代表取締役社長 近藤 専悦

代表者名
代表取締役 菊地 博

主任技術者
成田 徹

主任技術者
鎌田 勝成

現場代理人
近藤 胤成

商号又は名称 丸山建設株式会社
許可番号 100438

商号又は名称 株式会社大成工務店
許可番号 102465

商号又は名称 平和建設株式会社
許可番号 101945

大断面集成材組み立て状況



表 彰 理 由

本工事は大館商業高校を母体とした中高一貫教育校メディア棟・体育館新築工事である。
周辺に住宅地が広がる敷地であったが、関係機関および地域住民との連絡調整を積極的に図り、円滑な工事の進捗
が図られた。
大断面集成材工事及び鉄骨張弦張り工事にあたっては、同一敷地内で複数の工区の建築工事が輻輳する中で、品質
管理、工程管理、安全管理に優れた技術判断、適切かつ効率的な施工・管理に対する工夫・提案をもって実施し、他
工事の模範となるものであるから優良工事としてふさわしい。

第26回 秋田県優良工事表彰16

12 表彰工事の概要 第26回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

事 業 名 県北地区中高一貫教育校整備事業

工 事 名 秋田県立中高一貫教育校（県北地区）建築工事（Ｃ工区）

工 事 番 号

施 工 地 名 大館市松木地内

商号又は名称 花岡・イトウ・秋田工営特定建設工事共同企業体

許 可 番 号 （下記）

請 負 額 600,600,000円

評 定 点 85点

代 表 者
花岡土建株式会社
代表取締役 鈴木 泚士

現場代理人
花岡土建株式会社
斉藤 雄蔵

推 薦 課 所 教育庁総務課
建設交通部 営繕課

メディア棟メディアホール（ステージ側）

工 事 概 要

工 期 平成16年３月12日～平成17年３月10日

完成年月日 平成17年２月28日

施 工 延 長

概 要

秋田県立大館国際情報学院中学校・高等学校
Ｃ工区部分
構造・階数 木造（一部鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ造）

２階建及び鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ造
（一部木造）２階建

建築面積 2,112.70㎡
延床面積 2,653.50㎡

特 徴
１）柱状地盤改良による地業工事
２）２階軸組の大断面集成材工事
３）体育館屋根鉄骨張弦張り工事

受賞にあたって一言 受賞にあたって一言 受賞にあたって一言

この度、秋田県優良工事表彰の栄
誉を賜り、関係各位には衷心より感
謝と御礼を申し上げます。
21世紀を担う中高一貫教育校の施
設に携われ、貢献することができま
したことは大変な喜びであり、社員
一同、受賞を誇りとし、これに奢る
ことなく安全管理の徹底、品質の向
上・技術の研鑽に努め、地域社会と
ともに発展していく企業として、努
力精進していく所存でございます。
今後とも、ご指導ご鞭撻を宜しく
お願い申し上げます。

この度は、当地域を代表する工事
に参画させていただき、かつ、優良
工事表彰の栄誉に浴し、関係各位の
皆様に大変感謝致します。
今後も御指導、御鞭撻の程、宜し

くお願い申し上げます。

第26回秋田県優良工事表彰の栄誉
を賜り誠にありがとうございます。
また、関係各位のご指導に心から厚
く御礼申し上げます。
特定建設共同企業体各社の代表者
をはじめ、現場代理人及び工事関係
者の喜びは一入であります。
これを機に、一層精進を重ね「安
全第一・品質向上」を目指し、地域
社会の繁栄と発展に貢献したいと思
います。

代表者名
代表取締役 鈴木 泚士

代表者名
代表取締役 花田 正實

代表者名
代表取締役社長 工藤 良廣

主任技術者
金野 豊

主任技術者
宮賀崎 彰逸

現場代理人
斉藤 雄蔵

商号又は名称 花岡土建株式会社
許可番号 102129

商号又は名称 株式会社イトウ
許可番号 120143

商号又は名称 秋田工営株式会社
許可番号 109235

メディア棟と中学体育館棟接接合合部部エエポポキキシシ樹樹脂脂注注入入状状況況
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秋田県優良工事表彰 選考委員会名簿

選 考 委 員 長 副 知 事 西 村 哲 男

選 考 委 員 出 納 長 品 田 稔

〃 総 務 企 画 部 長 小 林 憲 一

〃 農 林 水 産 部 長 加 藤 清 美

〃 建 設 交 通 部 長 小 玉 良 悦

〃 企 業 局 長 大 嶋 直 樹

秋田県優良工事表彰 幹事会名簿

幹 事 長 建 設 交 通 部 次 長 佐 藤 紀 一

幹 事 自 然 保 護 課 長 今 野 謙

〃 農 山 村 振 興 課 長 佐 藤 充

〃 農 地 整 備 課 長 堀 江 憲 行

〃 水 産 漁 港 課 長 遠 藤 実

〃 森 林 整 備 課 長 佐々木 誠

〃 建 設 管 理 課 長 山 岡 史 直

〃 建 設 管 理 課 技 術 管 理 監 小 田 修

〃 建設交通部参事(兼)都市計画課長 高 松 正 彦

〃 下 水 道 課 長 川 原 幸 徳

〃 道 路 課 長 中 山 敏 夫

〃 河 川 砂 防 課 長 佐々木 卓 郎

〃 港 湾 空 港 課 長 神 居 勝 康

〃 建設交通部参事(兼)建築住宅課長 小野田 吉 純

〃 営 繕 課 長 篠 田 和 夫

〃 出 納 局 検 査 課 長 進 藤 鋼

〃 企 業 局 公 営 企 業 課 長 新 泉 正 彦

〃 教 育 庁 総 務 課 施 設 整 備 室 長 加賀屋 満

〃 県警本部首席参事官（兼）会計課長 小 川 秋 司
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第26回秋田県優良工事表彰から
秋田県立中高一貫教育校（県北地区）建築工事（Ｃ工区） メディア棟

メディア棟（南東側）全景


